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■『プランフェニックス』の概要
第7次長期経営計画の実効性を高め、「新生東和」として生まれ変わる改革のスピードを加速させ、将来に向

けた確かなステップアップを実現するため、平成19年度下期から平成21年度を集中改善期間とする収益改

善計画「プランフェニックス」を策定いたしました。

● プランフェニックスで目指す経営指標�
　  プランフェニックスの策定にあたり、以下のとおり目標を定め、その必達に向けて全行を挙げて取組んでまいります。�

�

コア業 務 純 益 �

経 常 利 益 �

当 期 利 益 �

07年9月�

31億円�

▲25億円�

▲31億円�

08年3月�

72億円�

12億円�

11億円�

09年3月�

77億円�

19億円�

28億円�

10年3月�

82億円�

21億円�

30億円�

営業力の強化　�「お客様第一主義」の徹底�

自己資本の強化�

● 現場主義・基本動作の重視によるビジネスチャンスの発掘�
●「ウォーキング・アラウンド・マネージメント」�
 ・頭取以下全マネージメントは靴底を減らしてお客様まわりを徹底�
● 支店長・役席・行員も靴底を減らすことで先数を増やしビジネスチャンスを見つける�
● 営業現場への経営資源の傾斜投入�
 ・役員の営業店配置　・本部組織のスリム化�
● 貸出金戦略�
 ・貸出金ポートフォリオの改善とリスク分散 　・着実な取引先数の増加に取り組む�
 ・事業者向提携ローンの開発と推進　・取引先の実態把握とニーズの発掘�
 ・住宅ローン　・個人ローンの推進�
● 情報収集の強化�
 ・母店制の推進　・ブロック推進会議による情報の共有化と推進�
● 預かり資産の増加(公金預金の強化、新商品発売)　● 外為手数料の増強(他行との連携)

経費の削減�

● 事務費の5％削減　● 役職員人件費の削減�

資産の健全化と効率化 ─成長に向けた資産再構築─�

● 貸出資産の健全化(企業再生支援強化・不稼働債権の圧縮)�
 ・他社との合弁事業等による再生処理の促進　・不良債権処理の促進　・取引先の経営改善指導の強化�
● 効率的な有価証券運用(利回りの向上)　● 所有不動産の見直し(非効率資産の圧縮)�
● 店舗・ATMの効率化　● 関連会社等を含めた業務の効率化�

コンプライアンス態勢・リスク管理態勢の強化 ─「ノーブレスオブリージ」の徹底─�

● 経営管理態勢・法令等遵守態勢の強化�
● 内部統制に自信のある新生東和銀行としての出発�
 ・「経営責任調査委員会」による責任の明確化　・「外部評価委員会」によるガバナンスの検証�
● コンプライアンス統括部の設置　● 「役員倫理規程」の制定�
● 上下左右自由に物申しうる風通しのいい行風の確立�
● 信用リスク管理態勢の強化�
 ・審査部門と査定部門の分離　・クレジット・リミットの設定�
● 市場リスク管理態勢の強化�

収
益
力
の
強
化�

─� ─�


